





















































で異なる｡ Col::pRCYl#2は､ C24と比較して約50倍･のRCYl発現量であり､ Col::pRCYl#3









認められた｡ 3　系統の代謝プロファイルデータは　ultra-performance liquid chromatography



















































































文を準備中である｡さらに､第一著者でない副論文2篇を国際誌に報告している:T. Ogawa et al,･
plant J (in preparation), T. Ogawa et a1,. Plant Biotechnology (submitted), Tl 0gawa, et al･,
mnJS Resewch, 137, 235-244 (2008), T. Ogawa, et al･, Plant Pathology, 57, 391 (2008)
最先端の生物科学の手法を取り入れて､長い研究の歴史がある植物病理学に貢献できる研究成果
を挙げており､また､それらは論文として国際誌に掲載されていることから､独自に研究を展開するに
足る研究者としての優れた能力を有していると判断でき､東北大学大学院生命科学研究科の博士
(生命科学)号に資する｡
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